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連
合
総
合
生
活
開
発
研
究
所
（
連
合
総
研
、

薦
田
隆
成
所
長
）
は
今
年
四
月
、「
イ
ニ
シ
ア

チ
ヴ
二
〇
〇
八―

新
し
い
労
働
ル
ー
ル
の
策

定
に
向
け
て
」
研
究
委
員
会
（
主
査
：
水
町

勇
一
郎
・
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
准
教

授
）
を
発
足
。
労
働
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
な
か
、
大
き
な
全
体
構
想
を
描
き
な

が
ら
法
制
度
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
、「
新
た
な
労
働
ル
ー
ル

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
提
起
に
向
け
た

検
討
を
重
ね
て
い
る
。
一
〇
月
五
日
に
は
都

内
で
中
間
報
告
会
を
開
き
、
こ
れ
ま
で
の
検

討
状
況
を
発
表
し
た
。
社
会
の
多
様
化
・
複

雑
化
に
伴
う
労
働
法
を
め
ぐ
る
社
会
の
変
化

や
、
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視

す
る
欧
米
の
労
働
法
理
論
の
状
況
を
踏
ま
え

て
「
公
正
で
効
率
的
な
社
会
を
、
当
事
者
の

参
加
で
実
現
す
る
」
と
の
理
念
を
提
示
。
労

使
関
係
、
労
働
契
約
、
労
働
時
間
、
雇
用
差

別
禁
止
、
労
働
市
場
の
五
つ
の
柱
を
掲
げ
、
新

た
な
法
規
制
で
公
正
さ
を
担
保
す
る
と
と
も

に
、
労
使
当
事
者
が
労
働
条
件
な
ど
を
話
し

あ
っ
て
決
め
る
範
囲
を
拡
大
す
る
方
向
に
軸

足
を
置
い
て
い
る
点
が
特
徴
だ
。
当
日
、
報

告
さ
れ
た
法
制
度
の
主
要
部
分
を
紹
介
す
る
。

１　

労
使
関
係
法
制

　

労
使
関
係
法
制
で
は
、
労
使
の
参
加
や
集

団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ど
う
法
制
化

す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
中
間
報
告
は

「
多
様
な
労
働
者
を
代
表
す
る
組
織
、
い
わ

ゆ
る
労
働
者
代
表
を
法
制
化
す
る
こ
と
で
労

使
対
話
の
促
進
を
図
る
」
と
し
た
。

具
体
的
に
は
労
働
者
代
表
法
を
制
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
行
の
労
働
基
準
法
上
で
、

労
使
協
定
な
ど
の
締
結
の
際
に
「
過
半
数
組

合
が
あ
る
場
合
は
そ
の
労
働
組
合
、
な
い
場

合
に
限
り
過
半
数
代
表
者
が
締
結
当
事
者
に

な
る
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
を
、
多
様
な
労

働
者
代
表
の
事
業
所
レ
ベ
ル
で
の
設
定
に
変

更
す
る
。

そ
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
①
比
例
代
表
選

挙
を
行
い
、
事
業
場
の
規
模
や
雇
用
形
態
に

応
じ
た
代
表
委
員
数
を
確
保
す
る
こ
と
で
少

数
派
の
代
表
も
選
出
さ
れ
る
②
代
表
委
員
が

安
定
的
な
地
位
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
身
分

や
活
動
時
間
を
保
障
す
る
③
そ
の
場
所
で
働

い
て
い
る
労
働
者
で
あ
れ
ば
参
加
で
き
る
こ

と
と
し
、
派
遣
・
請
負
労
働
者
に
も
選
挙
権
・

被
選
挙
権
を
与
え
る
④
代
表
組
織
内
で
の
意

見
調
整
・
意
思
決
定
の
ル
ー
ル
は
（
最
初
か

ら
多
数
決
な
ど
と
決
め
て
し
ま
う
の
で
は
な

く
）
決
め
方
自
体
を
代
表
委
員
が
決
め
る―

―

こ
と
を
列
挙
し
て
い
る
。

労
働
者
代
表
の
権
限
は
、
賃
金
や
労
働
時

間
な
ど
の
労
働
条
件
を
具
体
的
に
決
定
す
る

労
働
契
約
の
領
域
で
は
、
労
使
が
交
渉
し
て

決
め
る
先
行
権
利
に
配
慮
し
て「
情
報
提
供
」

と
「
協
議
」
に
留
め
、
規
制
立
法
・
政
策
立

法
の
関
係
で
は
使
用
者
と
の
「
同
意
」
と
す

る
。
例
え
ば
、
現
行
の
三
六
協
定
な
ど
は
、

労
働
者
代
表
の
同
意
が
必
要
に
な
る
と
の
考

え
方
だ
。
水
町
准
教
授
は
、「
規
制
の
例
外
創

出
と
政
策
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
付
与
す
る

こ
と
で
、
き
ち
ん
と
労
働
者
代
表
と
話
し
合

っ
て
同
意
を
得
る
よ
う
努
力
す
る
と
い
う
こ

と
を
制
度
的
に
表
す
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
労
働
者
代
表
を
法
制
化
す
る
う
え

で
の
留
意
点
と
し
て
、「
労
組
の
活
動
を
阻
害

せ
ず
、
両
立
し
う
る
制
度
設
計
に
す
る
」
こ

と
を
あ
げ
て
い
る
。
労
働
者
代
表
に
労
組
の

サ
ポ
ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
し
、
仮
に
労
働
者

代
表
者
組
織
を
作
っ
た
こ
と
で
組
合
が
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
も
そ
も
の
制
度
の

根
幹
を
失
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

な
お
、
無
組
合
企
業
に
お
い
て
も
、
こ
の
制

度
が
機
能
す
る
た
め
に
情
報
提
供
の
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

一
方
、
社
会
が
複
雑
化
し
、
競
争
が
激
化

す
る
と
、
事
業
場
を
超
え
た
地
域
・
産
業
レ

ベ
ル
で
何
ら
か
の
規
制
を
定
め
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
中
間
報
告
は
、

現
行
法
制
上
の
①
労
使
自
治
を
基
盤
と
し
た

労
使
合
意
シ
ス
テ
ム
（
例
え
ば
労
働
協
約
の

地
域
的
拡
張
適
用
）
②
公
労
使
に
よ
る
審
議

会
シ
ス
テ
ム
（
例
え
ば
地
域
別
・
産
業
別
最

低
賃
金
）―

―

を
活
用
す
る
形
で
「
地
域
・

産
業
レ
ベ
ル
で
の
労
使
交
渉
シ
ス
テ
ム
基
盤

を
構
築
す
る
」
こ
と
が
必
要
だ
と
す
る
。
ほ

と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
①
を
利
用
し
や
す

い
制
度
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
最
低
賃
金

に
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
②
の
シ
ス
テ
ム
を

賃
金
以
外
に
も
拡
大
さ
せ
る
。
も
う
一
つ
、

条
例
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
労
使
の
意
見
反
映

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
国
レ
ベ
ル

の
一
律
な
規
制
と
事
業
所
レ
ベ
ル
の
分
権
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
間
的
な
位
置

に
地
域
や
産
業
の
特
性
に
応
じ
た
公
正
基
準

を
設
定
す
る
基
盤
を
整
え
る
こ
と
も
盛
り
込

ん
で
い
る
。

２　

労
働
契
約
法
制

労
働
契
約
法
制
に
関
し
て
は
、「
こ
れ
を
制

定
し
て
そ
の
内
容
を
充
実
さ
せ
、
そ
の
な
か

に
集
団
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
込

ん
で
い
く
や
り
方
が
望
ま
し
い
」（
水
町
准
教

授
）
と
提
起
し
た
。
ま
ず
、
労
働
契
約
法
の

制
定
・
整
備
を
行
い
、
そ
の
公
正
さ
の
判
断

材
料
と
し
て
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
問
題
の
発
見
・
解
決
・
予
防
プ
ロ
セ

ス
と
い
っ
た
手
続
き
の
公
正
さ
を
位
置
づ
け

る
。ま

た
、
人
事
管
理
の
個
別
化
の
進
行
に
伴

う
個
別
の
人
事
上
の
措
置
に
つ
い
て
も
、「
個

別
化
さ
れ
た
人
事
管
理
も
制
度
設
計
や
運
用

で
の
集
団
的
な
関
与
・
チ
ェ
ッ
ク
の
重
要
性

は
変
わ
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
水
町
准
教

授
は
「
配
転
や
出
向
の
制
度
を
ど
う
制
度
設

計
す
る
か
や
、
解
雇
を
ど
う
考
え
、
条
件
を

整
え
ら
れ
る
か
な
ど
の
制
度
設
計
や
具
体
的

な
運
用
の
あ
り
方
は
、
ど
う
い
う
形
で
集
団

的
に
関
与
し
、
チ
ェ
ッ
ク
が
働
い
て
い
た
か

を
重
視
し
て
合
理
性
・
権
利
濫
用
性
を
判
断

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

問
題
の
発
生
後
、
裁
判
で
合
理
的
か
否
か

を
争
う
の
は
、
紛
争
解
決
の
あ
り
方
と
し
て

決
し
て
望
ま
し
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
前

段
で
予
防
で
き
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し
た
こ
と

新
し
い
労
働
ル
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

中
間
報
告
を
連
合
総
研
が
発
表
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は
な
い
。
そ
こ
で
中
間
報
告
は
「
紛
争
解
決

と
、
そ
の
問
題
発
生
を
予
防
す
る
た
め
の
労

使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
」
も
強
調

す
る
。
水
町
准
教
授
は
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど
の
労

使
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
法
の
判
断
に
ど

う
組
み
込
ん
で
い
く
か
が
予
防
を
は
か
る
た

め
に
重
要
だ
し
、
問
題
が
起
き
た
後
も
労
働

審
判
制
で
労
組
が
代
理
人
に
な
れ
る
こ
と
を

広
く
承
認
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

現
在
も
労
組
が
代
理
人
を
担
う
ケ
ー
ス
も
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
代
理
人
の
多
く
が
弁

護
士
な
の
が
実
情
。
企
業
内
紛
争
解
決
制
度

と
労
働
審
判
制
度
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
で
、

ま
ず
企
業
内
で
紛
争
解
決
の
集
団
的
な
交
渉

を
行
い
、
そ
れ
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
も

最
後
ま
で
組
合
が
制
度
的
に
関
与
で
き
る
仕

組
み
を
広
く
承
認
す
る
考
え
を
と
っ
て
い
る
。

３　

労
働
時
間
法
制

労
働
時
間
法
制
に
関
し
て
は
、
①
長
時
間

労
働
②
適
用
除
外
と
裁
量
労
働
制
③
健
康
問

題―
―

の
三
つ
の
分
野
に

わ
た
り
対
応
を
整
理
し
た
。

第
一
に
正
社
員
の
働
き
過

ぎ
な
ど
の
問
題
の
対
応
を

ど
う
図
る
か
。
中
間
報
告

で
は
、
現
行
法
の
法
定
労

働
時
間
、
休
憩
、
休
日
、

年
休
制
度
な
ど
の
保
障
の

法
定
を
改
め
て
定
め
る
こ

と
を
主
張
し
て
い
る
。「
裁

量
労
働
時
間
を
何
時
間
に

す
る
か
」「
仕
事
が
終
わ
っ

て
か
ら
翌
日
の
出
勤
ま
で

に
○
時
間
の
休
息
を
取
ら

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ

た
こ
と
な
ど
だ
。

「
休
日
・
休
暇
制
度
の

充
実
」
も
欠
か
せ
な
い
要

素
と
な
る
。
週
休
二
日
を

法
定
す
る
と
と
も
に
、
労

働
者
に
時
季
決
定
権
が
あ

る
年
休
取
得
に
つ
い
て
も
、

労
使
で
年
休
カ
レ
ン
ダ
ー

を
定
め
る
な
ど
し
て
年
休

の
完
全
取
得
が
可
能
と
な

る
制
度
に
変
更
す
る
。
ま

ず
は
こ
う
し
た
こ
と
を
原

則
と
し
て
定
め
、
そ
の
後
で
労
使
合
意
に
よ

る
例
外
を
認
め
る
。

二
つ
目
は
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
イ
グ
ゼ

ン
プ
シ
ョ
ン
で
問
題
に
な
っ
た
労
働
者
の
多

様
化
に
対
応
す
る
整
備
・
再
編
を
打
ち
出
し

た
。現
在
の
適
用
除
外
と
裁
量
労
働
制
を（
管

理
監
督
者
の
重
要
な
経
営
決
定
に
参
画
す
る

権
限
の
有
無
や
企
画
型
裁
量
労
働
制
の
企
画

立
案
業
務
の
仕
事
量
の
根
拠
な
ど
）
職
務
・

責
任
等
の
実
体
的
要
件
の
明
確
化
と
労
働
者

代
表
と
の
合
意
、
行
政
官
庁
へ
の
届
け
出
の

三
要
件
に
よ
り
、
新
た
な
（
管
理
監
督
者
と

専
門
業
務
型
裁
量
労
働
制
、
企
画
業
務
型
裁

量
労
働
制
の
）
三
タ
イ
プ
の
適
用
除
外
制
度

に
再
編
・
再
整
理
。「
こ
う
し
た
層
に
は
労

働
時
間
に
よ
る
管
理
が
難
し
く
適
切
で
な
い

こ
と
か
ら
」
法
定
労
働
時
間
等
の
適
用
を
除

外
す
る
が
、
休
日
・
休
暇
制
度
は
適
用
す
る
。

ま
た
、
適
用
除
外
と
す
る
こ
と
で
時
間
外
労

働
割
増
賃
金
を
得
ら
れ
な
く
な
る
の
で
、
ふ

さ
わ
し
い
処
遇
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
実
体

的
要
件
を
整
理
す
る
。

最
後
に
健
康
問
題
へ
の
対
応
も
取
り
上
げ

た
。
前
項
の
適
用
除
外
者
も
含
め
、
健
康
確

保
へ
の
組
織
的
対
応
を
促
す
。
労
働
者
代
表

と
の
協
議
・
合
意
や
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

等
に
よ
る
健
康
確
保
措
置
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
。
企
業
に
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果

（
例
え
ば
労
働
時
間
が
短
く
な
っ
た
と
か
休

暇
取
得
率
が
向
上
し
た
な
ど
）
の
公
表
も
求

め
て
い
く
。
そ
し
て
、
組
織
的
運
営
が
き
ち

ん
と
な
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス

に
は
、
労
災
保
険
の
保
険
料
率
を
低
く
す
る

な
ど
の
制
度
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
設
け
る
。

４　

雇
用
差
別
禁
止
法
制

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
複
数
の
法
制

に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
雇
用
差
別
の
禁
止
に

関
し
て
は
、
抜
本
的
に
見
直
し
、
包
括
的
な

雇
用
差
別
禁
止
法
制
を
制
定
す
る
。
性
別
や

人
種
・
社
会
的
身
分
、
宗
教
・
信
条
、
性
的

指
向
、
障
害
、
年
齢
、
雇
用
形
態
な
ど
合
理

的
理
由
の
な
い
差
別
を
原
則
禁
止
。
禁
止
の

ス
テ
ー
ジ
は
原
則
、
募
集
・
採
用
か
ら
雇
用

終
了
ま
で
と
し
、
そ
の
法
的
効
果
に
つ
い
て

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
に
な
り
が
ち
な
行
政
取

締
規
制
は
避
け
て
、
私
法
上
の
効
力
と
罰
則

に
よ
る
担
保
で
明
確
に
雇
用
差
別
を
禁
ず
る
。

た
だ
し
、
こ
の
際
、
労
使
の
話
し
合
い
で

侵
害
で
き
な
い
「
人
権
」
と
い
う
側
面
に
留

意
す
る
。
例
え
ば
、
性
別
、
人
種
・
社
会
的

身
分
、
宗
教
・
信
条
、
性
的
指
向
に
よ
る
差

別
や
差
別
に
基
づ
く
不
利
益
な
取
り
扱
い
は
、

例
え
労
使
合
意
が
あ
っ
て
も
で
き
な
い
た
め
、

罰
則
付
き
で
明
確
に
禁
止
す
る
。
一
方
、
障

害
、
年
齢
、
雇
用
形
態
に
よ
る
差
別
に
つ
い

て
は
、
人
権
保
障
の
側
面
と
同
時
に
、
他
の

政
策
的
要
請
と
の
調
整
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
。
例
外
的
に「
合
理
的
理
由
に
よ
る
差
別
」

と
い
っ
た
柔
軟
な
判
断
を
し
た
場
合
に
は
、

罰
則
は
設
け
な
い
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
定

年
制
を
年
齢
的
な
差
別
と
す
る
か
否
か
は
、

日
本
の
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
特
性
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
と
し
た
。

雇
用
形
態
に
よ
る
差
別
の
禁
止
に
つ
い
て

は
、
パ
ー
ト
や
有
期
契
約
、
派
遣
労
働
、
請

負
労
働
な
ど
の
雇
用
形
態
の
差
別
禁
止
が
含

ま
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
実
態
に
即
し
て
柔

軟
に
判
断
す
る
。
例
え
ば
、
仕
事
の
内
容
や

方
法
、
難
易
度
が
異
な
れ
ば
、
基
本
給
は
そ

れ
に
応
じ
た
異
な
る
取
り
扱
い
が
合
理
的
と

考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
企
業
施
設
の
利
用
な

ど
に
つ
い
て
は
原
則
、
平
等
な
権
利
が
認
め

ら
れ
よ
う
。
水
町
准
教
授
は
、「
派
遣
・
請
負

労
働
者
も
含
む
多
様
な
労
働
者
を
代
表
す
る

〔法令〕 労働者代表法
の制定など

〔ポイント〕
A） 多様な労働者の意
見を反映できる分
権的なコミュニケ
ーションの基盤を
構築する

B） 地域や産業の特性
を反映できる労使
交渉システムの基
盤を構築する

労使関係法制

〔法令〕 労働契約法の
制定・充実な
ど

〔ポイント〕
A） 集団的コミュニケ
ーションにより労
働契約の内容の公
正さを担保する

B） 紛争の解決・予防
システムにおいて
も集団的な関与を
促す

労働契約法制

〔法令〕 労基法・労災
保険法の改正
など

〔ポイント〕
A） 長時間労働問題へ
の対応を図る

B） 労働者の多様化（法
と実態の乖離）に
対応するために法
制度の整理・再編
を図る

C） （ B）の対象者も含め
て）健康問題への対
応を図る

労働時間法制

〔法令〕 雇用差別禁止
法の制定など

〔ポイント〕
A） 現行法制を抜本的
に見直し、包括的
な雇用差別禁止法
制を制定する

B） 雇用差別を実効的
に解決していくた
めの法的基盤を整
備する

雇用差別禁止法制

〔法令〕 社外労働者法
の制定など

〔ポイント〕
A） 労働者派遣、業務
処理請負等の定義・
区分を明確化し、
実態に応じて法を
適用するという観
点から法制度を整
理・再編する

B） 雇用形態（契約形態）
に対して中立的な
法制度となるよう
制度設計をする

労働市場法制

当事者の「参加」
→「公正」で「効率」的な社会の実現

理念 ＜背景＞

新しい労働ルールのグランドデザイン

改革の５つの柱

←

出所：イニシアチヴ 2008 研究委員会・中間報告会資料
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労
働
者
代
表
と
い
か
に
協
議
・
合
意
し
て
い

る
か
と
い
う
利
益
調
整
プ
ロ
セ
ス
が
『
合
理

的
理
由
』
に
よ
る
異
な
る
取
り
扱
い
が
差
別

と
な
る
か
否
か
の
判
断
に
当
た
っ
て
重
視
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
強
調
し
た
。

５　

労
働
市
場
法
制

労
働
市
場
法
制
で
は
、「
そ
も
そ
も
な
ぜ
労

働
者
派
遣
が
法
で
規
制
さ
れ
て
い
る
か
」
を

改
革
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
労
働
者
派
遣
法
に

代
わ
る
社
外
労
働
者
法
の
制
定
な
ど
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
労
働
者
派
遣
を
規
制
す
る
趣

旨
を
振
り
返
る
と
、
①
人
身
売
買
・
中
間
搾

取
の
危
険
防
止
②
使
用
関
係
の
複
数
化
に
伴

う
法
の
適
正
な
適
用
の
確
保
③
正
規
雇
用
の

保
護―

―

が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
は

現
行
法
の
下
、
①
処
遇
・
格
差
問
題
の
拡
大

②
（
法
適
用
回
避
行
動
と
し
て
の
）
偽
装
請

負
に
よ
る
不
法
状
態
の
横
行
③
正
規
雇
用
と

派
遣
・
請
負
労
働
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
拡
大

―
―

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
水
町
准
教
授

は
、「
簡
単
に
言
え
ば
、
派
遣
は
か
な
り
厳
し

い
規
制
で
請
負
は
ほ
ぼ
フ
リ
ー
と
い
う
い
び

つ
な
法
の
状
況
下
で
、
い
び
つ
な
結
果
が
招

か
れ
て
い
る
」
と
説
明
。
そ
の
う
え
で
、
ど

う
す
べ
き
か
を
指
摘
し
た
も
の
が
社
外
労
働

者
に
関
す
る
法
制
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
し
た
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
「
契
約
が
ど
こ
に
あ

る
か
」
と
「
指
揮
命
令
を
誰
が
出
し
て
い
る

か
」
と
の
二
つ
の
視
点
で
、
労
働
者
を
、
①

直
接
雇
用
労
働
者
②
派
遣
労
働
者
③
そ
の
他

の
社
外
労
働
者―
―

の
三
つ
に
区
分
す
る
。

定
義
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雇
用
実
態

に
沿
っ
て
法
の
趣
旨
に
あ
っ
た
適
用
を
は
か

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
派
遣
労
働
者
の
受
入
先

は
「
指
揮
命
令
」
に
伴
う
労
働
時
間
規
制
な

ど
、
一
方
で
、
業
務
処
理
請
負
の
受
入
先
は

「
そ
の
場
所
で
就
業
さ
せ
て
い
る
」
こ
と
に

伴
う
労
働
安
全
衛
生
規
制
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、
雇
用
形
態
に
対
す
る
中
立
的
な

法
制
度
設
計
の
実
現
も
提
起
し
た
。
長
期
雇

用
か
短
期
雇
用
か
、
い
か
な
る
雇
用
形
態
を

取
る
か
は
、
基
本
的
に
当
事
者
の
選
択
に
委

ね
る
が
、
短
期
雇
用
（
不
安
定
雇
用
）
を
利

用
す
る
使
用
者
は
、
そ
の
雇
用
の
不
安
定
さ

を
補
償
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
を
支
払
う
。
例
え

ば
、
短
期
雇
用
を
利
用
し
た
使
用
者
は
、
雇

用
保
険
の
保
険
料
率
を
引
き
上
げ
る
な
ど
の

措
置
を
想
定
し
て
い
る
。

な
お
、
解
雇
や
雇
い
止
め
の
雇
用
終
了
に

対
し
て
は
、
実
態
に
応
じ
て
解
雇
権
濫
用
法

理
が
適
用
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
労
働
者
代

表
と
の
協
議
等
の
プ
ロ
セ
ス
が
「
合
理
性
」

の
判
断
に
重
視
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、
処
遇
に
お
け
る
中
立
性
の
確

保
も
重
視
。
雇
用
形
態
に
よ
る
合
理
的
理
由

の
な
い
差
別
を
、
派
遣
・
請
負
労
働
者
も
含

め
て
原
則
禁
止
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も

多
様
な
労
働
者
を
代
表
す
る
労
働
者
代
表
と

の
協
議
・
合
意
に
よ
る
利
益
調
整
プ
ロ
セ
ス

が
「
合
理
的
理
由
」
の
判
断
材
料
と
し
て
重

視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
二
〇
〇
八
研
究
委

員
会
は
、
水
町
准
教
授
ら
一
〇
人
の
学
者
な

ど
で
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
中
間
報
告

会
で
は
、
委
員
の
神
林
龍
・
一
橋
大
学
経
済

研
究
所
准
教
授
と
濱
口
桂
一
郞
・
政
策
研
究

大
学
院
大
学
教
授
が
、
水
町
准
教
授
の
基
調

報
告
を
受
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今

後
の
検
討
点
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
し
た
。

同
研
究
委
員
会
で
は
、
さ
ら
に
議
論
を
積
み

重
ね
た
上
で
、
来
年
春
を
目
途
に
最
終
報
告

書
を
ま
と
め
る
と
し
て
い
る
。

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
）
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